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〈高校の教科書に出てくる>

B本 仏教 と日本 の思想
特 集
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芸

」

は
、

大
正
末

期

に
柳

宗
悦

が

生
み
だ
し
た
造
語

で
あ

る
。
柳
は
、
民
衆

が
日
々
の
生
活

で
用

い
る
雑
器
類
に
も
美

が
存
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こ
と

を
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見
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」

と
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ん
で
、
そ

の
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及
と
創
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に
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け
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々
な
活
動
を
繰
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広
げ
た
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を
、
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衆
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段
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い
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し

か
し
、
「
工

芸

が
実
用

を
生
命
と
す
る
」
な
ら
ば
、

民

芸

こ
そ
が

闇工
芸
中

の
工
芸
」

で
あ
り
、

民
芸

に
こ
そ

「
工
芸
美
」
が
存
在
す

る
こ

と
に
な
る

(柳

『民
藝
と
は
何
か
』
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柳
に
よ
れ
ば
、
工
芸
に
は

一
般
向
け
の

民
衆
的
工
芸
と
富
裕
層
向
け
の
貴
族
的
工

芸
が
あ
る
と

い
う
。
前
者
が
実
用
性
第

一

で
無
名
の
職
人
の
安
価
な
大
量
生
産
品
な

の
に
対
し
、
後
者
は
鑑
賞
第

一
で
芸
術
家

の
高
価
な

一
点
物
の
美
術
品
と
な
る
。
何

れ
も
美
は
存
在
す
る
が
、
前
者

の
民
衆
的

工
芸
、
即
ち
民
芸
の
方
が
価
値
が
高

い
。

と

い
う

の
も
、
「
実
用
を
生
命
」
と
す
る

工
芸
は
、
そ

の
美
も
生
活

に
密
着
し
た

　
よ
もつ
「用
の
美
」
と
な
り
、
そ
れ
は
民
芸
に
こ

そ
備
わ
る
。
貴
族
的
工
芸

の
美
は
、
芸
術

家
が
鑑
賞
者
の
目
を
意
識
し
技
巧
を
尽
く

し
た
作
為
的
な

「
誤
れ
る
美
」
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
民
芸
は
、
職
人
が
実
用
を

旨
に
無
心
で
作

つ
た
分
、
素
朴
で
純
粋
で

健
康
な

「
正
し
い
美
」
と
な
る
。

　
こ
う
し
た
柳
の
民
芸

の
主
張
は
、
明
治

以
来
の
西
欧
文
化
中
心

の
近
代
化
に
抗

し
、
日
本
の
伝
統

の
再
認
識
を
目
指
す
精

現
代
へ
の
思
想

神
的
な
運
動
の
性
格
も
有
し
て
い
た
。

　
◆

民
芸
の
実
践

　
柳
の
民
芸
は
、
実
際
に
民
芸
を
製
作
し

て
人
々
の
実
用
に
供
し
、
美
に
満
ち
た
生

活
の
実
現
を
目
指
す
実
践
運
動
で
も
あ

っ

た
。
製
作
の
手
本
を
収
め
た
日
本
民
芸
館

の
設
立
や
、
職
人
の
協
働
に
よ
る
製
作
を

目
指
し
た
民
芸
協
団
の
組
織
は
そ
の

一
環

で
あ

つ
た
。
し
か
し
そ
の
実
践
は
、
製
作

品

の
価
格
高
騰

で
職
人
が
作
家
化
し
た

り
、
協
団
が
諸
般

の
事
情
で
早
々
に
解
散

し
た
り
、
順
調
と
は
い
か
な
か

っ
た
。
実

践
運
動
に
関
わ
る
職
人
を
初
め
多
く

の

人
々
の
共
通
理
解
と
な
る
に
は
、
柳
の
主

張

は
理
想
的

に
過
ぎ
た

の
か
も
知
れ
な

い

。

　
と
は
い
え
、
日
本
民
芸
館
が
今
も
多
く

の
来
館
者
を
集
め
る
事
実
は
、
柳
の
民
芸

が

「宗
悦
好
み
」
の
美
の
世
界
と
し
て
、

多
く

の
人
々
の
支
持
を
得
て
き
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
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